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トルコと日本の時を越えた友情
―エルトゥールル号，テヘランでの日本人救出　そして　現在―
西原　誠司＊
はじめに
シリア内戦を機に大量の難民がヨーロッパを目指し，押し寄せている。ところが，そのヨーロッパでは，
難民受け入れをめぐって対立がおこり，排外的ポピュリズムの台頭とその支持をうけた政権が EU 内にも
誕生する事態に至っている。他方，その中でも，ナチスドイツの体験をもつドイツ（メルケル政権）は，
100万人の移民の受け入れを表明した。さすがドイツという賞賛の声も上がっている。ところで，日本も
含め世界の人々は，どれくらい多くのシリア難民をトルコが受け入れているのか知っているのだろうか。
とりわけ日本や米国のメディアでは，トルコについて，報道されることは少ない。その結果，ほとんど知
られていないのが現状である。
だが，なんとその数は，300万人を越える。もし，トルコがこれだけの難民を引き受けていなければ，
ヨーロッパはもっと大変なことになっていたにちがいない。そのトルコは，東欧諸国が EU に加盟する
ずっと前から加盟申請（EC〈現 EU〉への加盟申請は，1987年，その前身である EEC への加盟申請は，
1963年）をしているにもかかわらず，いまだに加盟が認められていない。なぜ，民族・国家・宗教を超え
る新しい「価値の共同体」をかかげる EU がこれだけヨーロッパと世界の平和（難民問題の解決）に貢献
しているトルコの EU 加盟に躊躇しているのか。バリでシャルリー・エプドへの襲撃事件（2015年１月７
日11時30分（CTE）にフランス・パリ11区にある風刺週刊誌を発行している「シャルリー・エブド」本
社に覆面をした複数の武装した犯人が襲撃し，警官２人や編集長，風刺漫画の担当者やコラム執筆者ら合
わせて，12人を殺害した事件）が起こったとき，世界は「パリのために祈りをささげた」のに，なぜ，ト
ルコ史上最悪のテロ事件（2015年トルコの首都アンカラで10月10日に発生した自爆テロとみられる２回の
爆発で，死者は少なくとも95人，負傷者は246人に達した）が起こっても世界は「アンカラのために祈り
をささげ」ないのか，このような問題意識をもちつつ，EU とトルコの研究を進めてきたのであるが，直
接トルコの研究者にお話を聞き，同時に，日本の学生にもトルコや EU のことを知ってほしいと思い，昨
年12月21日，本学（鹿児島国際大学）にトルコ，チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学の学長（ユーセ
ル・エイサー）をお招きし，「社会経済学」の特別講義として講演会を開催した。この小論は，その概要
の紹介を通じ，トルコと日本の友好関係の発展とそれが現代世界においてもつ意味を考えようとするもの
である。
　 　
キーワード：エルトゥールル号，テヘランの日本人救出，シリア難民，EU，トルコ，チャナッカレ大学
　 　
＊本学経済学部教授
時 評
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映画「海難1890」に見るトルコと日本の時を越えた友情
「海難1890」という映画をご存知だろうか（図１）。実は，「なぜ，今
トルコ」と思っている学生のために，特別講義に先立つプレ企画として，
この映画の上映会を企画した。この映画は，２時間14分にもおよぶ長編
映画であるが，講義では，前半（ストーリー１：1890年「エルトゥール
ル号海難事故編」奇跡の始まり（１時間32分））と後半（ストーリー２：
1985年「テヘラン日本人救出劇編」奇跡の瞬間。（42分））をひっくり返
し，1985年のイラク・イラン戦争の時代に起こった事件（サダム・フセ
インが48時間後にイラン上空を飛行するすべての飛行機を無差別攻撃す
ると宣言したため，多くの国は自国民を救出するため救援機を飛ばし，
イランからの脱出を図ったが，日本は安全上の理由から，自衛隊機も日
本航空も救援機をだせないという判断をし，結果として，日本人だけが
イランに残されることになった）から始め，なぜ，日本から遠い国であ
るトルコ政府が，自衛隊も日本航空も救援機を飛ばさないなか，言語も，
民族も宗教もちがう日本人を救出するために，トルコ航空（ターキッ
シュエアラインズ）を飛ばしてくれたのかという問題提起を行った。そ
の理由を探っていくと，前半の映画のテーマ「1890年『エルトゥールル号海難事故』奇跡のはじまり」に
たどり着く。和歌山沖で遭難したトルコ海軍の兵士69名を和歌山県紀伊大島樫野地区（現：串本町）の住
民が自分たちの暮らしでさえ大変なのに，なけなしの金をはたき，誠心誠意を尽くして看病し，トルコま
で送り届けたという歴史的事実である。
では，なぜ，この歴史的事実が90年以上もの時間が経過し，オスマントルコからトルコ共和国へと国家
体制も変わったトルコ政府の行動につながっていくのか，ということが疑問となる。それを調べていくと，
トルコでは，歴史の教科書でエルトゥールル号海難事故のことが取り上げられ，多くの国民がこのことを
知っていたという「事実」に突き当たる。現在のシリア難民の受け入れをめぐるヨーロッパの現状を見る
につけ，この二つの歴史的事件の現代的意味を考えることは，「Love ＆ Peace の経済学」を提唱する私
の経済学の講義にとって避けて通れないことだったのである。そのポイントは，人間は，時代や国，民族，
宗教，言語の違いを超えてつながり合うことができるということである。
現代トルコの経済と国際関係――困難を抱えるトルコの隣国とシリア難民
このようなプレ企画でのトルコと日本の関係，トルコとイスラムの関係の学習をふまえ，ユーセル・エ
イサー氏による特別講演を開催した。焦点は，現代トルコが抱える国際関係の複雑さ，とりわけ，シリア
難民の受け入れをめぐってトルコがどのような取り組みを行っているのか，であった。
講演者のユーセル・エイサー氏（Prof. Dr. Yucel ACER）（図２）は，トルコ，チャナッカレ・オンセ
キズ・マルト大学（Canakkale Onsekiz Mart University）の教授で，トルコの著名な学者（専門は，国
際関係論・経済学）である。
テレビ出演もされ一般のトルコの人々にとってもポピュラーな人物であるが，私の友人ムラト・ヤギト
教授（Murat Yigit/ 鹿児島大学水産学部留学 / 現在チャナッカレ大学水産学部長）を通じて紹介があり，
2015年の４月からは，大学の学長にも選出され激務をこなされている。その学長が，日本の大学との交流
に大変興味をもたれて，ぜひ，機会があるなら，日本の大学で講演をしたいとの申し出があった。
図１　映画「海難1890」のポスター
出典；https://eiga.com/movie/79893/
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ムラト教授とは，何度かやり取りがあり，特に，彼が小学生の時，父親がドイツに移民しており（ドイ
ツ－トルコ労働力募集協定　1961–73年），そこで知り合った日本人の女性教師の影響で進学もできたとの
体験を話され，その後，鹿児島大学水産学部にも留学したとのことから，EU 研究の「対象（移民）」と
しても興味を持った。その彼が，国際関係が専門であるチャナッカレ大学の学長を紹介してくださったの
で，EU とトルコの関係を研究している私としては，同じ国際関係の分野を研究している研究者として
ユーセル・エイサー氏にはさらに興味をもったのである。
特別講義の趣旨は，トルコは，エルドアン政
権のもと10年間で GDP の成長は３倍となった。
その結果，IMF からの債務も完済し，今では，
G20の仲間入りをしている。また，EU 加盟申
請と連動しながら，エルドアン親イスラム政権
のもとで「イスラム政党」でありながら，民主
化を実現している。さらに，ダウトール外相
（後首相に就任し，その後引退）のもと外交的
には（ゼロプロブレム外交），西欧社会一辺倒
ではなく，イスラム諸国とも良好な関係をたも
つよう努力してきた。クーデター，IS 等，困
難な問題も抱えているが，それらも含めて，過
去・現在および今後のトルコの経済と国際関係
について占ってみるというものであった。
特別講義終了後，講演内容を論文（英文 Turkey’s Troubled Neighbor: Syria and the Syrian Refugee 
Crisis）にしたものが送られて来た。その目次を紹介すれば以下のようである。
トルコの困った隣国：シリアとシリア難民危機
はじめに
I.　トルコとシリアとの繋がりと対シリア政策
1. トルコとその近隣諸国に関する概観
2. トルコ‐シリア関係とトルコの対シリア政策――そのやむを得ざる理由
3. トルコの対シリア政策
II.　シリア内戦，難民危機とトルコの役割
1. 状況の概観
2. トルコにおける難民と難民申請者に関連する立法
結論
結論のところだけ翻訳・紹介しよう。
トルコは，オスマントルコの継承者として，非常に緊密な歴史的，文化的な結びつきをシリアとの
間でもってきた。トルコは，さらに，シリアとの近接地域において600キロメートルに渡る最も長い
国境線をもってきた。これらのふたつの要素によって，トルコはシリアにおける発展に非常に密接し
た関係をもっており，ほとんどすべて，紛争と関連したこともまたその他のこともすべて処理をせざ
るを得ない事態がつくりだされてきたのである。
図２　チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学
ユーセル・エイサー学長
出典： http://www.bigazete.com.tr/2016/7/comu-rektoru-dekanlarin-
istifasi-karari-dogru_23152.jpg
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トルコによって発展させられてきたシリアとシリア内戦に対する政策は，シリアの領土的統一と単
一性を保持すること，シリアの人々が望む正当性を満足させる政治的体制への移行を達成すること，
紛争を平和的手段を通じて終わらせること，そして，テロリストおよび有害なグループが，シリア内
に「安全な避難場所」をつくるのを妨げるというような確実な最終目標を設定している。
紛争はシリアから逃れてきた難民に関しては，トルコにもっとも重い負担を背負わせているように
見える。この地域および世界全体の両方においてどこと比較しても，最も多い数のシリア人が今トル
コに居住している。トルコにいるシリア人の数は，300万人を優に超えているのである。もっとも注
目してほしい点は，トルコにいるシリア人の支援に対する国際的援助が非常に限られていることであ
る。ほとんどすべての金融的，社会的負担は，トルコによって担われているのである。
近代にひかれた国境線では，トルコとシリアは独立した国家となっているが，歴史的・文化的にみると
両国の国境線をまたぐ領域には，同じ歴史と文化を体験し，同じ言語を話す住民が住んでいるということ
である。そして，シリアが内戦状態になった時，一部は，ヨーロッパを目指し，難民化していったが，そ
の数倍の人々は，ヨーロッパではなく，トルコあるいはその周辺国家に向かったということである。そし
て，その重荷を一手に引き受けているのがトルコであり，その負担は限界に達しているのである。
私は，氏の特別講義とその後の懇談会さらには，今回の論文を読み，翻訳する中で，国際社会がヨーロッ
パだけに目を向けるのではなく，トルコおよび中東地域にもっと目をむけるべきではないかという思いを
強くするようになった。ヨーロッパの難民問題を解決するためにも，トルコを中心したシリア周辺諸国に
対する国際社会の金融的支援・社会的支援が必要とされているのである。
おわりに
ユーセル・エイサー氏の特別講義とプレ企画あるいはその後の授業を通じて，「これまでもっていたト
ルコに対するイメージが変わりました」という学生からの感想が返ってきた。これまでのイメージとは以
下のようなものである（→以下は，実際のトルコの状況）
ほとんどの女性がベールをかぶっている。
（→トルコでは，公的な場所でベールをかぶることが禁止されていた。）
イスラム教徒が多い国では女性は教育をうけられない。
（→トルコでは，男女平等であり，鹿児島大学にも多くの女子学生が留学している。）
トルコはイスラム教徒が多数の国家だから観光旅行をしてもお酒が飲めない。
（→ トルコ共和国の創始者ケマル・アタチュルクは大酒のみで，厳格なイスラム教徒でなければ，飲酒
は個人の自由にまかされている。）
イスラム教徒はテロリストである。
（→圧倒的多数のイスラム教徒は，普通の生活をしており，平和を望んでいる。）
日本のテレビ番組で紹介されている映像を見せ，日本に留学しているトルコの女子学生の実態を紹介し
ながら，授業を進めていくと，これまでのイメージが偏見に過ぎないということが分かってくる。とりわ
― 65 ―
トルコと日本の時を越えた友情
け，「映画『海難1890』には感動しました。」「トルコ人が好きになりました。」「トルコに一度行ってみた
いです。」という感想が多く寄せられた。
現在，トルコは，EU の加盟申請をしており，その最終段階である加盟交渉にはいっている。イスラム
教徒が多数派の国でありながら，西欧社会の価値観をうけいれ，良好な関係性をたもっている数少ない国
の一つである。もし，トルコの EU 加盟が実現すれば，イスラムに対する世界の見方が大きく転換し，世
界平和に貢献することは間違いない。
また，日本人にとっても，トルコを知ることは，ヨーロッパ中心主義の発想方法を転換するためのいい
機会になりうるのではないだろうか。全体として親日的であり，そのような国の外交と経済について本学
の学生がもっと知り，さらに現実にトルコにいってトルコの学生たちと語り合うことができるようになれ
ば，本学の国際化の進展に大きく資するにちがいない。この特別講義を契機に本学がより一層，国際的な
大学になることを願っている。
追記
この「時評」脱稿後，トルコの総選挙・大統領選挙の結果が入ってきた。以下，トルコの情況を知って
いただくために，JETORO の「ビジネス短信」を紹介しておく。
大統領選でエルドアン氏再選（トルコ）イスタンブール発　2018年06月26日
トルコ高等選挙評議会（YSK）は，６月24日に行われた大統領選挙で，エルドアン大統領が過半数を
獲得し，再選したことを暫定発表した。また，同時に行われた総選挙（一院制，定数600）では，公正発
展党（AKP）と民族主義者行動党（MHP）の共和同盟が過半数を上回った。
今回の選挙の有権者は59,354,840人で，投票率は大統領選挙，総選挙ともに87％を超えた。選挙管理委
員会による公式開票結果の発表は７月５日に予定されている。公式発表後に，エルドアン氏があらためて
大統領に就任することで，トルコは1923年の建国以来続いてきた議院内閣制から大統領制に全面移行す
る。
エルドアン氏は，2014年に大統領直接選挙制度が導入されてから２期連続の当選となるが，2017年４月
の憲法改正により今後，任期５年，２期まで大統領に就くことが可能だ。エルドアン氏は，首相時代を含
め既に約15年間にわたりトルコを率いてきたが，今回の選挙においても得票率は約52％にとどまり，国民
の分断に改善の兆しは見られなかった。
エルドアン氏は24日夜半，今回の選挙で「国民の信任を得た」とし，「選挙で勝利したのはトルコの国
民と民主主義だ。2023年の建国100周年に向けて全力を尽くし，テロ組織と戦い続け，トルコをより裕福
な国にするように努力する」と勝利宣言した。（以下略）（エライ・バシュ）（トルコ）
